
1

令和２年（２０２０年）７月３１日

教 育 委 員 会 資 料

教育委員会事務局子ども・教育政策課

中野区立図書館の設置及び廃止について

区では、平成２８年４月に「新しい中野をつくる１０か年計画（第３次）」を策定し、そ

の中で、「本町図書館・東中野図書館を統合し、第三中と第十中の統合新校へ整備」するこ

と、及び、「地域開放型学校図書館の設置」を定めた。現在、この計画に基づき、中野東中

学校複合施設内に新図書館の整備を進めているところである。

また、令和元年８月から１１月にかけて「今後の図書館サービスのあり方検討会」を設

置し、区民や学識経験者を交えて検討を行い、この検討結果を踏まえ、令和２年２月に、

今後の図書館サービスの基本的な方向性・主な取組について協議を行い、方針を確認した。

１ 今後の図書館サービスの方向性・主な取組について

「区立図書館の今後の取組（考え方）」（平成 27 年 4 月策定）の目標体系に基づき、地域

図書館の配置及び地域開放型学校図書館の整備について、次のとおり整理した。

目標Ⅳ 良質な区民サービスを提供する図書館 （抜粋）

【取組の評価と今後の方向性】

○指定管理者制度による効果的な運営

○ＩＣＴを活用したサービス向上

○図書館サービスのアウトリーチ化

○読書バリアフリー法（視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律）対応

○図書館サービス網の整備

①地域図書館の配置

ＩＣＴ環境の普及に伴いインターネット予約が定着するなど情報や通信の電

子化が進んでいる。今後は電子書籍の活用を視野に入れたサービス網の構築を検

討していく必要がある。一方で、乳幼児親子や子ども、高齢者、障害者などが身

近な地域の歩いて行ける距離で読書ができるユニバーサルデザインの視点での

環境整備やサービス向上を図る必要がある。

なお、本町図書館、東中野図書館については、（仮称）中野東図書館に統合・閉

館として８館体制を７館体制とし、今後の図書館配置のあり方については、電子

書籍の普及状況等を踏まえ、検討することとする。

②地域開放型学校図書館の整備

『中野区教育ビジョン（第３次）』に掲げた「小学校に地域開放型学校図書館を

整備し、家庭・地域・学校との連携による子どもたちの自主的な読書活動の推進

や、乳幼児親子の読書活動を支援するとともに、地域活動や交流の拠点として活

用します。」という趣旨を踏まえ、運用状況を検証しながら読書活動の推進を図

る。
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２ 区立図書館の設置・廃止

（１）区立図書館

〈新 設〉

※１０階建７、８、９階 約 3,000 ㎡

〈廃 止〉

※本町図書館 築年数５２年 453 ㎡ 東中野図書館 築年数５３年 1,304 ㎡

※本町・東中野図書館の蔵書については、閉館後、中野東図書館に移送し、配架する。

※本町・東中野図書館跡施設の活用方法については、全庁的な観点から検討する。

（２）地域開放型学校図書館（区立中央図書館分室）

〈新 設〉

施設名 所在地 蔵書数 開館時間 利用開始

中野東図書館 中央 1-41-2 約 17 万冊 9時～21 時 令和 4年 2月 1日

施設名 所在地 蔵書数 開館時間 廃 止

本町図書館 本町 2-13-2 約 5.8 万冊
9時～20 時 令和 3年 10 月 31 日

東中野図書館 東中野1-35-5 約 8.7 万冊

施設名 所在地 開館時間 利用開始

みなみの小学校分室 弥生町 4-27-11

10 時～19 時 令和 3年 4月 20 日美鳩小学校分室 大和町 4-26-5

中野第一小学校分室 本町 3-16-1


